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X線写真は人体の構造を体外より撮影したものである。人体の構造をX線写真
によりさらに微細に知ろうとする意慾は誰しもが抱くところであるが，これに答
えるものがX線拡大撮影法である。本書はX線拡大撮影についての基礎より臨床
にわたるすぐれた解説書であり，最新の知識が盛り込まれている。その内容は学
生および卒後研修生にも理解し易く，入門書として役立つばかりでなく，実地家
にとってはすぐにその臨床的利用を可能とし，またX糠診断の専門家にとっても
非常に有益な書である。
著者はわが国における X線拡大撮影法の創初者であり， 過去 20年間にわたる
研究をとおして拡大撮影法の臨床的有用性を確立し，その普及に貢献した。現在
では拡大撮影法に関する内外の第一人者として高く評価されている。本書の内容
がすぐれているのは著者の拡大撮影に関する業績が平易な内容で集約されている
ためであろう。
内容: 拡大撮影法の原理について述べた後， 2倍拡大撮影の実験より始まり， 
4，.，8倍拡大像の臨床的利用にわたる過去 20年間の内外における沿革が概説しで
ある。現在ではX線管球の焦点は 0.1，.，0.05mmの大きさが実用化し，市販され
ている口これによって得られるX線像の解像度を調べる方法と，どの程度の大き
さの構造がX線像に表わされるかなどについて詳述しである。拡大X線撮影にお
いても被ばく線量の高低が論ぜられ，最も問題となるのは皮膚線量であり，被ば
く線量軽減のための方法として，増感紙の選択，高電圧撮影法がとりあげられて
いる。 3倍以上の拡大撮影には専用の管球および付属装置の必要性を説明し，代
表的な装置と撮影条件とを示した。 さらに 35頁にわたり各種の臨床例について
通常の撮影法と 4，.，6倍拡大撮影法とを比較し説明を加え， より理解を深めるよ
うにした。即ち，骨関節面の微細病変，肺絞理の細い乱れ，などが拡大撮影によ
って描出されるばかりでなく，気管支造影では細気管支の病変を，消化管造影で
は粘膜面の微細構造の描写を示した。血管造影では動静脈血管の微細病変の描出
を可能とし臨床的有用性を示した。
(有水昇)
〔千葉医学 52，36，1976) 
